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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 1 3 6 13 2 4 2 0 3 3 3 9 5 2
10 * 0 0 3 4 0 1 1 1 2 3 1 0 1 0
20 * 0 0 5 11 2 2 2 0 4 4 4 0 3 0
22 * 0 0 2 4 3 4 2 3 4 7 0 0 1 2
99 * 0 0 6 9 3 4 2 3 6 9 0 0 1 0
11 0 0 2 1 10 3 4 2 2 1 3 1 2 0 0
23 0 0 0 3 3 2 2 1 2 0 2 0 1 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 0 1 1 2 2 0 0 0 4 0 0 1
18 * 0 3 2 10 1 1 3 1 0 1 1 2 2 0
20 * 0 4 3 7 0 0 2 1 2 3 2 0 0 0
34 * 0 0 4 8 1 2 0 2 1 3 2 1 1 0
41 * 0 0 4 6 0 0 3 1 3 4 0 0 0 2
0 0 0 0 0 3 0 0 0 2 0 2 2 0 0 0
1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
11 0 0 3 1 3 2 2 2 0 2 2 1 0 0 0
12 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
23 0 0 0 5 7 0 2 4 3 4 7 1 1 0 0
25 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
56 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 4 2 0 0 0
61 0 0 0 1 2 1 1 2 1 0 1 1 1 0 0
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戦評
リーグ戦二次リーグ、上位チームの２戦目第1試合は天理大学対大阪学院大学のカードとなった。大院大が一次
リーグで土をつけられた天理大に対してリベンジする形となった。試合は、リベンジに燃える大院大#7石原が、その
真の実力を最大限発揮する展開となった。
第1ピリオド、まずは大院大#99藤田のゴール下シュートで先制する。しかし対する天理大も#6サイモンがインサイド
プレイでファウルをもらうなど、互いにインサイドを攻める展開となる。大院大は得意の早い展開にもっていけずなか
なか得点を伸ばせない。逆に天理大は#34地久里が連続でジャンプシュートを沈めるなどペースを握る。しかし大院
大は#10後藤の速攻を皮きりに一気にペースアップ。天理大も負けじと速攻を出すなど序盤とは全く逆の展開にな
り、14-14と全くの互角でこのピリオドが終了する。 第2ピリオド、天理大は大院大の攻撃の起点である#7石原を封じ
るためチームNo1ディフェンダーである#61新里でスタートする。しかし、大院大はそれをものともせず開始から速攻
を連続で決める。たまらず天理大はタイムアウトをとるものの、#7石原がピックアップされる前に早い展開で攻め込ん
でくるため#7石原を封じることができない。それでも#18相馬と#23劉のピックアンドロールなど、インサイドを果敢に攻
め辛抱強く点を返していく。しかし大暴れする大院大#7石原を止められず徐々に点差が開いていく。このピリオドは
大院大#7石原が完全に支配した形となり、36-22と大院大が大きくリードして終了する。 第3ピリオド、なんとか大院
大#7石原を封じたい天理大は#20大戸が積極的にプレッシャーをかけにいく。しかしそれを嘲笑うかのように3P
シュート、ドライブと連続で得点する。なんとかしたい天理大は再び#61新里を投入する。すると点差は大院大#20合
田などのシュートにより点差は縮まらないものの#61新里が徐々に#7石原を封じはじめる。その間に得点したい天理
大だがなかなかシュートが決まらず我慢の時間が続く。その後も大院大ペースで試合が進み51-37と変わらず大院
大のリードで最終ピリオドを迎える。 第4ピリオド、守備から活路を見出したい天理大は#20大戸が大院大#7石原に
プレッシャーをかけにいくものの一瞬の隙を突かれてアシストを許すなどなかなか流れを断ち切ることができない。逆
に大院大は堅い守備から次々と速攻を決めていき、みるみる点差を離していく。天理大は#23劉がインサイドプレイ
で得点するも外角からのシュートがなかなか決まらず点差を縮めることができない。大院大は#23藤原がリバウンド
シュートを決めるなど#7石原以外のメンバーが渋い働きをみせ天理大に隙を与えない。それに応えるように#7石原も
厳しいマークをかいくぐり難しいシュート沈めるなどチームを牽引し続ける。#7石原が完全に支配した、と言っても過
言ではないほどの活躍をみせた大院大が70-48で勝利し１次リーグのリベンジを果たした。
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